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噴火湾に於げる定置網の研究(諜報)

一主として急潮に依る漁網の被害について一

川崎毅一・西山作東・中村秀男く漁業号室教室〉

STUDIES ON THE FIXED NETS IN FUNKA-BA Y (P1"elim仰αryReport). 

MAINLY ON THE DAMAG E BY THE IMMERSE-CURRENT. 

Giichi KAWA8AKI， Sakuzo NISHIYAMAand HideoNAKAMURA. 

(Faculty of Fisheries， Hokkaic1o University) 

The materials used in cOnsもruct.ionof出efixcc1 nets in Fllnka-Bay are more durableもothe 
usual curr町 ltSof七hosesea districts than necessa'ry condition. However七heyh:lVe been dest. 

royed bァtbeimmerse引 ure凶 of"Typhoon Katy" (1949). 
Thewriもe1'swish tofind仙esuitable fixed nets which are durableforもheimmerse-current，
noもfrom仙estregth of materials， but from the pl阻 ningof仏econstruction and the method 
Offixing. 

Herc， the writers have inquired first into the damage of fixec1 nets in Funka-Bay by the 
Immer栂 .currenもof"Typhoon Katy". 

1.緒言

最近噴火構漁場に於ける各種の漁業は全く不振の献態でるる。之に伴い摘共用諸資材に封ナる

吟味若くは節約という問題が大~く取上げ・られて来ている。

然るに現t'Eまで唯経験的に墨守され来った方法をいま如何ように改良すべきかc問題の解答に

ついては何等の根擦をも提供し得るものがたい。

殊に従来此の海直に敷設されている定置網は相営強力な構成がなされており海況に劃して必要

以上と思掛され，る資材が使用されている賄も少くはない。

破損の防止を目的として斯る構成がたされるとしても管つてのキテイ鴎風(1949)に依る急潮

に艶Lては共c悉くが甚大宏被害を蒙っている。

本文は之等諸問題に闘する一つの目安を得るため噴火簡に於りる定置網の構成及びキテイ踊風

白もたらした念潮に依る被害の祇況凌予備的に調査したもので、ある。

2.調査の方法

現在噴火筒に敷設される定置網(主として秋網)の構成及びキテイ踊風のもたらした急:潮に依

る定置網の被害について弐に示ナ沿岸各漁業協同組合(虻目、豊浦、陸文、長万部、中の揮、園

艦、黒.砦、八雲、山越、落部、森、掛i問、砂原)単位に調査したものである。
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3.定置網の概要

噴火濁に於ける定置網

は分類的には台網類に属

する直行網と落網の二種

に大別されるが所謂秋網

と稿し主として念潮費生

時期に建込まれるものは

悉く落網類である。

其の規模は網代水深に

依り或いは設計者に依り

多様であるが規模の大小

に依り其の構成及び固定

のみ法を異にしている。

Fig.lに示、すものは調

査せしもの L中では大型

のものではあるが使J1J資

材D履躍が比較的明確で

あり且他ο多くのもの』

代表値とも思料されるの

で掲げるととにした。

註(i)ワイヤー6-(2βOk:

ワイヤーロ{プ径

6分、使用年数2年、

所要間般80間D意味

である。

(ii)80:先端にあるは
各碇網の土俵線、教

を示し中聞にある

は浮子用硝子玉の

綿数を示したもの

である。

4.被害の概要

噴火構に於ける定置網の被害は主として念潮に起因するもので漁期中屡k見受けられる波浪其

の他に依るものに比して極めて起大である。曾つてのキテイ隣風のもたらした念潮に封しては営

時建込まれていた定置網は殆ど被害の劃象となっている。

第 4闘は噴火潤泊岸に於ける建込統教と被害の欣況を闘示したのである。

第5闘は森町沖合に於ける被害の扶況で之を網代水深及び沖出間数別に分類したものが第1....... 

2表である。
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Table 1.沖出間数より見た被害朕況

I~_~_I 被害扶況
沖出関数 |建込統敏l~融寸天敬語丁三示板百円I肩書王

100 -500 25(統) 0(統) 9(統} 11(統) 5(統)

500--1，000 22 4 11 4 3 

1，000-1，500 19 6 7 6 O 

1，500 -2，000 9 3 2 4 。
2，000 -2，500 3 2 O O 

2，5∞-3，000 2 O O 

3，000 -- 2 O 。
計 80 r7 31 26 8 

Table2. 網代水探より見た被害状況

I~_~_I 塞獄況
網代水深 l建込統劃一一 一一←一一一一一-ー一一一

i 司会 大破損|中破損」ゴこ聖位

10以下(苓) 1(統) 同l(統) O~統)~ 0(統)
10-15 10 3 6 

15-20 26 11 5 

20 25 9 4 4 

25-30 13 2 ラ

30 -35 3 O O 3 。
35-40 13 4 3 6 O 

40-45 7 4 3 O 

45-50 2 O 2 O O 

50- O 。 O 

計 80 17 29 26 8 

註全破損:漁網として再度使用由来ざるものにして全く流出
し去る昔、あるいは流出しないとしても漁業用資材の車専用
不可能なる程度。
大破損=ほとんE金破損に類する程度にして、多少の漁
業用資材の獲得がなし得られた程度。
中破損 z主として綱郊の被害甚大にして費材の充慣によ
P再度漁網とし縫捜し得る程度。
小破損=被害としては極めて軽徴にして、通常荒天時に
おいて屡キ見受げられる網型、土俵の移動及び各部網部の
小破裂等の程度。

街地域的に念潮自瞳の強弱も考えら

れ，、被害程度にも自ら差異があるもの

と思料されるが未だ之を確謹づける段

階には到っていない。

唯伺れの地を聞はす=定置網の悉くが

被害の封象となっておるに拘らすτ賞時

同じ海匿に建込まれていた底連網は急:

潮に依る被害としては見るべきものが

なく定置網C流失纏絡に依る被害の程

度に過ぎなかった。

5. 摘 要

噴火構に於ける潮流は4-8月は下

P潮と橋し溝口よりj轡奥へ 9-3月は

上P潮と稿し前者に相反し?と流れとな

るCが大韓の傾向のようである。

夏季中即ち下り潮に依P操業上困難

を来ナ事は屡々であるが之に依P被害
を蒙むる事は先づあり得ないと言われ

』てν、る。

上記に反し秋季即ち上P潮に依るもの

は蟻烈を極め所謂急:潮も主として此の

時期に宣芝生ナるものである。

従来此の海直に敷設されている定置

網の構成及び固定の献態は観測経過に

徴して必要以上と思料される節が少く

はない。破損c防止を目的として斯る

構成がなされるとしても曾ってむキテ

イ踊風に依る急:潮に封しではその悉く

は甚大な被害を蒙っている。

斯様に破損の防止を目的とし急;潮に

も封峠し得る定置網の設計は墜に構成諸材料を増強せしむる事に依P角平決されるものではない。

寧ろ平常時に於ける定置網に劃する潮流0抵抗主知り之に必要なる諸資材の吟味をなし時折見

舞はれる念潮に劃してけ定置網自信の抵抗を減少せしめ得る他。方法を考究せねばならない。

亦念潮に封して定置網は斯る甚大主主る被害を蒙っておるに拘ら歩営時同海直に建込まれていた

底建網には見るべき被害はなく唯流失漁網の纏絡等に依り一部被害を蒙ったに過ぎないa此の事

貫は定置網の設計上たきな示唆を輿え Cいると考えられ，る。

6.結 一日
念潮に依る定置網の流失防止は翠に使用諸資材の張力を増強することに依り達成され，るもので
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はない。寧ろ此の海底に必要なる固定の方法を見出して資材の節約を圃り一方急:潮に劃しでは自

動安全耕となP得る機構をと考究し左けれぽならない。

筆者等はさきに電気隔測張力計を試作し定置網の受ける抵抗の度合を調査すぺく観測を縫績し

ている。

一方使用される各種資材の使用限度及び張力。減衰傾向についても貫験を進めている。

最後に本研究の貫施に営り御協力を賜った西川千代三氏及び各地漁業協同組合此ぴに絡始御助

言を戴いた本製の井上直一教授に封し厚く感謝の立を表ナる。

7.文献

竹内能忠:噴火構に於ける念潮に閥ナる研究、北水試月報、第7巻、第6旗、昭和25年6月

(水産科皐研究所業績第118披〉
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